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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：C - 13  

部門 
校内研修部門 

学校名・氏名 
愛媛県西予市立中川小学校 

活動名 
児童の学力向上を目指して 
～全教職員で取り組む校内研修より～ 

課題の設定：※活動を行う前に、課題や目標をどのように設定しましたか？視点などを含めて記載してください。 

１ 確かな学力の定着 
２ 校内研究組織を生かした課題の共通理解と改善に向けての手立ての明確化 
３ 学力向上推進計画による具体的な取組の充実 

方針・計画：※課題を解決するために仮説を立てて、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

１ 学年に応じた家庭学習時間の確保、自主学習の奨励により、確かな学力が定着するであろう。 
２ 「チーム中川」としての組織的な研究実践の積み重ねが、児童の学力向上につながるであろう。 
３ 教職員の共通理解のもと PDCA サイクルを活性化させることにより、学力向上を図ることができるであろう。 

活動内容：※方針・計画に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

１ 家庭との連携による習慣化（基本的生活習慣の定着、「学習のてびき」の作成と家庭学習及び読書時
間の確保、親子読書の奨励、学力向上だより等による啓発） 

２ 校内研修計画にもとづく授業研究及び授業部会、学力向上部会からの提案と実践（校内研修による授
業改善、漢字テストや期首・期末テストの個人データの蓄積と分析、日記指導週間の取組、俳句づくりの
取組と各種俳句大会応募による意欲化） 

３ 学力向上推進計画による取組（かがやきタイムにおける読解力を伸ばすための手立て、図書委員会との
連携による読書の奨励、自分の考えを伝え合場の確保） 

活動の成果： ※課題や目標に対し、どんな影響、変化あったか、職員や参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

１ 児童の学習意欲、読書意欲の向上 
⑴  毎月のパワーアップ週間において、基本的な生活チェックとともに学習時間・読書時間等の記録を生か
して指導やコメントすることにより、児童・保護者の意識の高揚と児童の学習意欲の向上につながった。 

⑵ 長期休業中における親子読書の取組により、読書の楽しさを親子で共有することで、読書意欲の向上
につながった。以後、毎月１冊以上の親子読書を継続しており、さらなる意欲の向上を目指している。 

２ 教職員の研修に対する意識の変化 
⑴ 「チーム中川」として、授業改善に組織的に取り組むことで、「分かる授業」「主体的に学ぶ授業」の構築
をすることができ、指導力の向上につながった。 

⑵  月 1回の「俳句の日」の取組と各種俳句大会に応募することにより、児童の意欲化と表現力育成のた
めの指導力の向上につながった。 

３ 学力の向上 
⑴ 継続した朝ドリルの取組により、漢字テストや期首テスト等において、習得率 80％を維持している。 
⑵ 集会における低中高学年別の目標設定による感想発表の場を確保することで、多くの児童が意欲的に
自分の考えを伝えようとするようになった。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度の箇条書きしてください 

１ 読書についての啓発（家庭との連携による親子読書の奨励） 
２ 「主体的・対話的で深い学びに向かう授業」モデルの活用、ペア・グループ学習の進め方とユニバーサルデザ
イン（UD）を意識した授業展開、「読み取り名人」の活用による主体的な取組、ICT を活用した授業 

３ 児童の漢字テストや期首テスト等のデータ蓄積と分析（長期及び短期） 

１ 確かな学力の定着 

 

 

 

                      

 

 

 

２ 校内研究組織における取組 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

３ 学力向上推進 
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このコーナーでは、より
よい家庭学習について紹
介し、意識の向上を図っ
ています。 

学級でも、お互い読書に親し
もうと、切磋琢磨しています。
面白かった本について語り合
うきっかけにもなりました。 

日記指導週間には、学級担任以外の先生に日
記を見てもらいます。児童は、校長先生をは
じめ、いろんな先生からのコメントなど、と
ても楽しみにしています。 

漢字の習得率 80％以上
を目標に、地道に取り
組んでいます。低学年
のときから、日々の積
み重ねを大切にして、
長期的に取り組むこと
で、基礎学力の底上げ
を図っています。 

説明文や物語文の読解力向上を
目指して作成した「読み取り名人
への道(低中高用)」を各学年の実
態に応じて、取り組んでいます。 

定期的な「学力
向上だより」に
よる保護者へ
の啓発を行っ
ています。家庭
と学校が協力
して取り組む
ことで、家庭教
育力の向上と
学力向上を図
っています。 

発表集会では、全校みんな
の前で自分の考えを発表し
ます。高学年になるほど、
内容に深まりが見られ、意
見交換ができはじめていま
す。 
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低学年３０分、中学年４５分、
高学年６０分の目標を設定し
て、家庭学習時間の確保に取
り組んでいます。年々学習時
間が増えてきたことがわかり
ます。 

図書室前には、親子読書の図書
が紹介されています。人気の図
書は、次々貸し出されています。 

研究授業では、ユニバーサ
ルデザインを意識した取組
を「チーム中川」として共有
しています。児童の実態に
応じた対応について、ＰＤ
ＣＡサイクルの活性化を図
っています。 
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全校みんなの俳句を掲示していま
す。各学年の代表作品は、１階の
俳句大好きコーナーで紹介してい
ます。特選句には、教師が児童の
句への講評を書き込みます。 

(分) 

6年生になり、読書時間が増え、よ
りよい家庭読書習慣の定着が見ら
れます。 




